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[はじめに]近年、人工鼻による加温加湿も一

般的に用いられるようになってきたが、加温加

湿を補うためにいくつかの方法が考えられてい

る。ヒューミデイヒート(インターメドジャパ

ン)もその一つである。ヒューミデイヒー トの

給水性能と加湿性能について検討した。

[方法}当院ICUに入院中の患者2名(患者A、

患者B) を対象とし実験を行った。<実験 1>

ヒューミデイヒートの専用人工鼻 (A-HME)
のみを患者に装着し、モイスコープ(スカイ

ネット社)で0.1秒毎に 10分間絶対湿度、相対

湿度、温度を測定し、コンビュータに記録し

た。<実験2>給水ユニットで水をA-HMEに
供給して、患者に装着し実験1と同様に絶対湿

度、相対湿度、温度を測定した。1時間測定。

また、給水ユニットの流速を測定するために実

験3を行った。<実験3>給水ユニットの分時

換気量 (MV)設定を 5L、lOL、15Lとして水

を汲み出し容器にi留め、精密重量計を用いて積

算量を 1分間隔でコンピュータに記録した。

[結果]実験Iと実験2の結果を表1に示す。絶

対湿度、相対湿度、温度のデータは吸気時の値

であり、 3分間の測定値の平均値である。な

お、実験Iのデータをコントロール、実験2の

E 

データを給水機能ありとした。実験3の結果を

図1に示す。これより給水ユニットの流速は、

MV5L、lOL、15Lの設定で、1.4ml/hr、3.4ml/

hr、5.5ml/hrとなった。

[考察]実験1と実験2の絶対湿度の差より給水

ユニットによる 1時間当たりの水分増加量(ム

V)が計算される。ムV=(実験2の絶対湿度
一実験Iの絶対湿度) xMVX60。患者A

(MV 91)のム Vは、 3.0348ml、患者B (MV 

121)のム Vは、 5.0328mlであった。実験3よ

りMVlOL、15Lの場合1時間当たり 3.4ml、5.5

ml水が供給されることになる。患者の呼吸

モードの設定がPSVであり換気量が一定でな

いことと、実験の誤差を考慮すると、 1時間当

たりの水の出納はほぼ等しいと考える o 1日当

たり の必要蒸留水は、 患者A、患者Bそれぞれ

およそ 73ml、121mlとなる。従来の加温加湿

器と比して格段に水の使用量が少ない。このこ

とで、給水回数が減るので、人的省力化、人的

医療事故の減少、感染の原因の減少という二次

的メリットが生じると思われる O

[結論]ヒ ューミデイヒートは、供給ユニット

で適量の水分を供給し、十分な加温加湿を行う

性能を持っている。
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図 I 給水ユニットの流速実験


